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論 文 内 容 の 要 旨

 目 的

 新生児感染症の主な原因は細菌による子宮内感染症で

ある．特にグラム陰性桿菌が重要な役割をなしている．

感染経路としては血行性感染と産道よりの上行性感染が

考えられている．しかし，今なお感染機序に関しては不

明な点が多く，・胎児感染についての基礎的実験報告は少

ない．著者は臨床上遭遇する事の多い大腸菌による胎児

感染について実験動物をモデルとして，母体の血行素胎、

盤感染，或いは上行性感染における胎児の感染状態（実

験1），およびこれらの感染胎児の出生後の保菌状態（実

験∬），更に治療による影響（実験皿）について精細な

研究を行なった．

 方 法

 妊娠3週のマウス （ddy系）に病原性大腸菌（0119

K6g）菌量107～104／m1を接種した．

 実験工においては血行性胎盤感染として腹腔内接種法

により，また上行性感染として経腔接種法により注入

し，24時間後親マウスを屠殺し母および胎児マウスの臓

器培養を行なった．

 実験皿は抵濃度の菌を実験1と同様の方法にて妊娠マ

ウスに接種し生後7日目迄新生児マウスを逐日1匹ずつ

屠殺し臓器培養を行なった．

 実験皿は妊娠3週後マウスに菌を腹腔内接種し，これ

にCephaloridineを1日42．6mg 3日間背部皮下へ注回

して流産開始時間の延長について検討した．

 結 果

 実験1

 腹腔内接種法（血行性感染）

 高濃度菌接種（5×107）では10時間前後から重症の

症状を示し，敗血症死するものと流産死するものがあっ

た．中等度接種（5×106）では流産をおこすものが多

く，親マウスは感染を免ぬがれたものもあったが胎児は

殆ど感染を示した．低濃度菌接種では流産をおこすもの

もあったが，多くのものは正常妊娠を続けた．胎児は感

染を示さないものもあったが，この場合でも羊水，胎

盤，胎盤付着部には菌が証明されるものが多く，胎児感

染の危険は濃厚である事が示唆された．

 経腔接種法（上行性感染）

 3種濃度の菌を接種したが9匹が妊娠を継続した．胎

児感染率は0～100％で接種菌：量と相関せず個体差が著

明であった．しかし胎児に菌陰性でも胎盤羊水から多量

の菌が検出されるものもあって，胎児への感染の危険は

同様に存在すると思われる．

 実験皿

腹腔内接種および経睦接種法で胎内で感染して出生した

仔々ウスでは，いずれも最も長いもので5日齢迄菌が証

明された．菌接種後1昼夜以内に出産した仔マウスでは

菌が証明されなかった．この事は接種された菌は直ちに

血行性に胎児に移行する事によって感染するというよ

り，一且母体内で感染増菌してから胎児に感染をおこす

のではないかと推定される．したがって臨床的には母体

の感染の初期或いは感染の疑いのある場合は，胎児感染

を予防するためにも速やかに適切な抗菌剤を使用すべき

である事を示唆している．
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 実験皿

 マウスの感染実験における主要症状は流死産であるた

め，治療実験による流産開始時間の延長の有無によって

成績を判定した．この結果，治療群では24時間以内k流

産したのは11匹中5匹，未治療群11匹中8匹で，治療群

では流産開始時間の延長がみられた．

 結 語

 大腸菌を妊娠マウスに腹腔内接種法（血行性感染）お

よび経腔接種法（上行性感染）によって感染実験を行な

った結果，血行性感染においては接種菌量によって症状

に差がみられたが，上行性感染では菌量によらず個体差

による感染の差が明らかであった．しかしいずれの感染

においても羊水胎盤より多数の菌が保菌されるという事

が明らかとなり，胎児感染の危険が大きい事を示唆し

た．また母体にかなり多数の菌が入った場合でも早期の

治療により胎児への感染は低下せしめる事が認められ

た．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，周産期死亡の大きな原因をしめる胎児感染について，臨床的に遭遇することの多い大腸

菌をもちい実験的に研究したもので，感染機序および治療方針について1つの指標をあたえた学術上

価値あるものと認める．
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